
昭和5年（1930）自宅の庭で弟と
津村節子氏蔵

愛用の万年筆
津村節子氏蔵
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吉村昭著作・関連図書コーナー
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鮒　「戦艦武蔵」の自筆ノート 

書斎の再現展示
吉村が、昭和53年（1978）から亡くなる平成18年（2006）

まで使用していた書斎を再現。書棚には吉村の蔵書を展示。

「死顔」の草稿　津村節子氏蔵
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昭
は
、
昭
和
2
年
（
1
9
2
7
）
　
5
月
1
日
、
東
京
府
北
豊
島
郡
日
暮
里
町
大
字
谷
中
本
（
現
荒
川
区
東

目
）
　
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
2
0
年
4
月
1
3
日
の
空
襲
で
家
が
焼
失
す
る
ま
で
の
1
8
年
間

過
ご
し
ま
し
た
。
幼
少
の
頃
か
ら
、
家
族
の
死
や
戦
争
、
そ
し
て
、
自
ら
も
死
の
危
険
を
伴
う
肋
骨

を
経
験
し
ま
す
。
時
代
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
こ
う
し
た
体
験
は
、
若
い
吉
村
の
脳
裏
に
深
く

、
小
説
家
を
志
す
動
機
と
な
り
ま
し
た
。

「
死
と
は
な
に
か
」
「
生
と
は
な
に
か
」
　
を
主
題
に
人
間
の
本
質
を
探
究
し
、
数
多
く
の
短
篇
・
長
篇

た
。
常
設
展
示
で
は
、
小
説
家
吉
村
昭
の
生
涯
を
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。


